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概  要 

 

固体相変化材料は、融解を伴わずに潜熱を発生することから形状を維持する

蓄熱材として有用である。産総研では、機械強度に優れた二酸化バナジウムセ

ラミックスを用いた固体相変化材料を開発し、さらに適切な金属との分散によ

り熱応答性の調整、機械加工性の向上、耐環境性の向上に成功した。（図１） 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来技術では溶融潜熱を利用するため、パッケージングが必要であり、電子

機器への実装が困難であった。また熱伝導率が低いため、応用用途が限られて

いた。さらに多くは有機材料（パラフィン等）で、可燃物であることから安全

性において問題が指摘される場合があった。 

本技術の 

有用性 

潜熱による吸熱効果と金属並みの高い熱伝導性から、電子機器などの放熱対

策部品への利用が期待される。また、この材料は以前に開発した二酸化バナジ

ウムセラミックスに比べ耐水性が大幅に向上しており、熱交換器などの水と共

存する環境への応用も可能となった。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

 

図１開発した金属分散固体 PCM。加工品（左）、内部微構造（中央、グレー：

金属、黒：VO2）、分散金属と VO2 との界面組成像（右） 
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